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私達は事業活動を通して地球環境の保全

と地域貢献を目指します
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 １．組織の概要
（１） 名称及び代表者名

事業所名 株式会社 メディカルサービス松本
代表取締役 窪田　一郎

（２） 所在地 本社・事務所 〒３９９-６４６２
住所 長野県塩尻市大字洗馬字下平４９１－１

リサイクル大學 〒３９９-６４６２
住所 長野県塩尻市大字洗馬５２２－１

カエル館 〒３９９-６４６２
住所 長野県塩尻市大字宗賀５９５６－１

南信営業所 〒３９９-０５１２
住所 長野県上伊那郡辰野町大字上島１４８１－１

（３） 環境管理責任者・連絡先
責任者 　矢満田　隆康
連絡先 　TEL： ０２６３-５１-６５５７　　　

　FAX： ０２６３-５１-６５５８　　　

  Home page：　http://www.msm-eco.com/

（４） 事業内容 特別管理産業廃棄物（感染性・廃油・汚泥・廃酸・
　廃アルカリ・毒性・爆発性）及び産業廃棄物・一般廃棄物の
　収集運搬業、リサイクル業、古物商

（５） 事業の規模 創　 業
資本金 300 万円

事業年度 ４月～３月
従業員 24 名

（６） 認証登録の範囲 　全事業所、全組織
（7） 運搬車両の種類と台数

保冷アルミバン ９台 1台 営業車 5台

パッカー車 1台 2台 軽トラ 2台

バキュームカー 1台

（8） 積替保管施設（２ヶ所）
場所　長野県塩尻市大字洗馬字下平４９１－１

場所　長野県上伊那郡辰野町大字上島１４８１－１

（9） 廃棄物処理料金
　　５０円 /kg　～ 　５００円/kg
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特管　　面積　　６１．８７㎡　　　　　　保管上限　　１６７．０４㎥
産廃　　面積　　１９．８４㎡　　　　　　保管上限　　３０．０㎥

　E-mail：m.service.mt@kna.biglobe.ne.jp

特管　　面積　　１２４．２４㎡　　　　　保管上限　　２８８．７６㎥
産廃　　面積　　３５８．８６㎡　　　　　保管上限　　８９１．４１㎥

ユニック車

フックロール車

平成12年12月26日
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２.許可取得一覧

１）特別管理産業廃棄物
許 可 都 道 府 県

許  可  年  月  日

許可証有効期限

事  業  の  範  囲

産業廃棄物の種類

許 　可　 番　 号

許 可 都 道 府 県

許  可  年  月  日

許可証有効期限

事  業  の  範  囲

産業廃棄物の種類

許 　可　 番　 号

２）産業廃棄物
許 可 都 道 府 県

許  可  年  月  日

許可証有効期限

事  業  の  範  囲

許 　可　 番　 号

許 可 都 道 府 県

許  可  年  月  日

許可証有効期限

事  業  の  範  囲

許 　可　 番　 号

3）事業の規模
活動規模 平成１9年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

売　上 百万円 113 120 125 139 126 165 183 193

保有車両台数 台 5 6 6 6 6 8 8 11

従業員数 人 8 10 11 15 17 24 24 22

床面積 ㎡ 194 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777

収集・運搬量 ｔｏｎ 582.0 710.0 750.0 907.1 378.0 921.8 996.5 1,050.4

活動規模 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

売　上 百万円 203 204 235 281 262 282 329 381

保有車両台数 台 15 19 20 20 21 21 21 25

従業員数 人 24 26 24 24 24 24 24 24

床面積 ㎡ 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777 1,777

収集・運搬量 ｔｏｎ 1,130.5 1,079.7 1,114.0 1,225.8 1,374.4 1,513.9 1,649.0 2,097.3
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産業廃棄物の種類
燃え殻・汚泥・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類

　　・金属くず・ガラス屑・コンクリートくず及び陶磁器くず
第13-00-083227 01400083227 01900083227

令和7年1月13日 令和7年1月21日 令和6年7月14日

収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬

東京都 神奈川県 山梨県

令和2年1月14日 令和2年4月13日 令和元年7月15日

収集・運搬

02100083227

燃え殻・汚泥・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類
　　・金属くず・ガラス屑・コンクリートくず及び陶磁器くず

収集・運搬

01104083227 01000083227

令和7年1月13日 令和7年1月21日

岐阜県

令和4年8月17日

令和9年8月16日令和5年12月8日

平成30年12月9日

群馬県長野県

収集・運搬 収集・運搬

01950083227

感染性廃棄物・廃油・廃酸・廃アルカリ・汚泥、有害物質を含む

群馬県

01050083227

収集・運搬

産業廃棄物の種類

収集・運搬

東京都 神奈川県

第13-50-083227 01450083227

収集・運搬 収集・運搬

令和9年3月31日令和10年12月11日

令和4年5月26日令和3年12月12日

埼玉県

02150083227

収集・運搬

令和9年8月16日

令和4年8月17日

岐阜県

2064083227

山梨県

収集・運搬

令和9年3月31日令和10年12月11日

01154083227

令和2年1月14日

収集・運搬

埼玉県

令和6年7月14日

平成30年12月9日

令和5年12月8日

令和2年4月13日 令和元年7月15日

長野県

令和3年12月12日 令和4年5月26日

感染性廃棄物・廃油・廃酸・廃アルカリ・汚泥、有害物質を含む
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4）一般廃棄物
許　可　市　町　村

許  可  年  月  日

許可証有効期限

許 　可　 番　 号

許　可　市　町　村

許  可  年  月  日

許可証有効期限

許 　可　 番　 号

許　可　市　町　村

許  可  年  月  日
許可証有効期限

許 　可　 番　 号

許　可　市　町　村

許  可  年  月  日

許可証有効期限

許 　可　 番　 号
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一般廃棄物の種類
家庭系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ）

家庭系一般廃棄物
（可燃物・不燃物）
事業系一般廃棄物

（可燃物）

家庭系一般廃棄物
（可燃ごみ・不燃ごみ）

3辰第231号－19 5住生第97号

木曽町 大桑村 木祖村 王滝村

辰野町 箕輪町 伊那市 駒ケ根市

収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬

令和6年3月10日 令和7年3月30日 令和5年9月18日 令和7年4月20日

収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬
事  業  の  範  囲

塩尻市指令5生第1号の10 4山役住許可第14号 3住第50-100号 岡谷市指令第379号

事業系一般廃棄物
（特定家庭用機器含

む）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物）

（積替え保管含む）

事業系一般廃棄物
（可燃ごみ）

家庭系一般廃棄物
（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物・家電リサイク

ル）

一般廃棄物の種類

塩尻市 山形村 南箕輪村 岡谷市

令和5年4月1日 令和5年3月6日 令和4年3月17日 令和5年4月7日

令和7年3月31日 令和7年3月23日 令和6年3月8日 令和7年4月20日

事  業  の  範  囲

令和4年3月25日 令和5年4月4日 令和3年9月17日 令和5年4月7日

一般廃棄物の種類

家庭系一般廃棄物
（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物・特定家庭用

機器）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物・特定家庭用

機器）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物・特定家庭用

機器）

家庭系一般廃棄物
事業系一般廃棄物

（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物）

第2014002号 生環～10－60

令和4年3月23日 令和4年3月24日 令和4年4月1日 令和5年4月7日

収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬 収集・運搬
令和6年3月31日 令和6年3月31日 令和6年3月31日 令和7年4月20日

事  業  の  範  囲

令和4年4月1日

令和6年3月31日

3木曽環水第555号 大桑村指令3大住第296号 3木住第570号 3王福環第14－5号

上松町

事  業  の  範  囲
収集・運搬

上松町指令第3－10号

一般廃棄物の種類

家庭系一般廃棄物
（可燃ごみ・不燃ごみ・
資源物・特定家庭用

機器）



基 本 理 念

　株式会社メディカルサービス松本は、廃棄物収集運搬を通じ地球温暖化対策とリサイクル、

リユースなど循環型社会の構築に貢献できる環境に配慮した、より良い企業活動を推進します。

基 本 方 針

１. 環境保全に対する法規制及び取引事業者等での環境管理に対する要求事項を遵守し、

　  信頼される事業所として行動・活動をします。

２. 環境負荷の低減の為に以下の項目を最重要課題として目標を定め事業活動を行います。

　  また、定期的に目標の見直しを行い、積極的に環境経営の継続的な改善を図ります。

　  （１）省エネルギー、省資源に努め、エネルギー及び資源の使用量削減を図る

　  （２）発生する廃棄物の削減及びリサイクルを推進する

　  （３）排水量の削減を図る

　  （４）事業活動で使用する事務用品、物品等は地球環境に優しいグリーン購入を推進する。

　  （３）①収集運搬における廃棄物の取扱いは最大限の注意を払い作業する。

　　　　②積替保管施設における作業では飛散・流出等をゼロにする。

３. この環境方針達成の為、全社員で自主的且つ積極的に取組、教育訓練及び日常の管理

　  活動を通じ周知徹底させ意識の向上を図ると共に取引事業者にも理解と協力を求め

　  ていきます。

４. 環境保全に関する地域社会活動に積極的に参加し地域社会との共生を図ります。

５. 弊社はこの環境方針を公表します。

制定年月日 　2006年7月 6日

改定年月日 　2011年7月 1日

改定内容　 　（有限会社を株式会社に変更）

長野県塩尻市大字洗馬字下平４９１番１

株式会社　メディカルサービス松本

代表取締役　 窪田　一郎

環 境 経 営 方 針
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３．実施体制
１）組織図 版：2022年3月31日

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ

・ システムの構築/運用及び管理に必要な資源を用意する

・ 環境経営方針の策定、見直し及び従業員へ伝達と周知

・ 環境経営目標の承認、代表者による全体の評価と見直しを実施する

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する

・ 関連法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする

・ 環境経営目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境経営目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 外部コミュニケーションの窓口及び外部情報の収集

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理

・ 緊急事態への対応のための想定及びテスト/訓練の実施と記録、手順書の作成

・ 自部門の問題点の発見及び是正/予防処置の実施と報告

・ 環境経営方針、環境経営目標を基本に活動計画に沿った業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の伝達/応急処置及び報告

・ 環境保全活動への積極的参加
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代表取締役
窪田　一郎

環境管理責任者
矢満田　隆康

班長
北澤　弘文

環境委員会　　責任者　塩島　保行
（各部門責任者）

全
従
業
員

代
表
者

管
理
責
任
者

部
門
責
任
者

事
務
局

特管部

中原 賢二

○清川 卓宏

中川 重行

山口 浩

塩島 保行

照井 康隆

環境部

○北澤 弘文

上垣外 肇

矢満田 隆康

荣 春江

宮島 順衛

市瀬 悟

陳 淑英

陳 淑華

桜井 久也

百億環ヒューマン部

○川上 正俊

百瀬 初男

市川 聡

南信営業所

○大槻 崇

粟津原

総務経理・事務

○等々力 紀子

斉藤 薫

山崎 睦美

代住 紫

三澤 久美カエル館

○ 小林 敦

奥原 栄
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１）環境目標・取り組みの基本方針

　1） 環境保全に関する法規制及び取引事業者等での環境管理に対する要求事項の遵守

　２) エネルギー及び資源等の使用量削減

　３） 発生する廃棄物の削減及びリサイクル・リユースの推進

２）中期数値目標と結果

※１　電力CO2排出量産出基準　中部電力令和元年調整後排出係数 0.431 kg-CO２/kWhを使用

※2　収集運搬受託量比で算出

※3　カエル館での搬入/販売量で評価　（搬入100％に対し販売○○％）削減ではなく販売量の増加

※4　会社周辺の清掃、ボランティア活動への参加回数、等

３）中期数値目標の評価

・ 電力使用量はカエル館と南信営業所を追加したので増えている。

・ 分別の徹底、再資源化、リユース率向上による処分量・処分費の削減を行う。

・ 待機電力機器のスイッチ切り忘れをなくし、不必要な冷暖房、設定温度のチェックを行う。

・ 燃料費が高騰しているので、更なる経費削減を意識し、運行にあたる。

（荷物積み下ろし時、駐車時のアイドリングストップ徹底および効率の良い回収ルートの見直し）

20%

3 - 4 -

62.3 15% 65.0

- 6/10-

- 2 -2

目標 0.51 - － -

0.32 - 0.12 -

50.0

54.2 -

- － 59.6 10%-

2
9

地域貢献活動の推進
※4                 (件)

2
計画

実績 49.2

- 2 - 2 -

実績

8
リサイクル活動の推進
※3                 (％)

54.2
目標

-

226,075

実績 120.1 - 107.9

520.0 - 426.0 -

191.0

36.8

7
産業廃棄物
　自社排出分　（t）
※2     　　　　（ℓ/ton）

0.12

総排出量　(kg-co2)

1

実績
123.3

目標

実績

目標

-

115.9

409.0

117.15%

404.7409.0 4%

5% 6%

0.12 4% 0.12 4%0.12 4%

6
一般廃棄物
　自社排出分　（t）

117.1－ -

-93.3 - 123.3

5
水使用量の削減
　　　　　　  　（㎥）

426.0

実績
3

ガソリン使用量の削減
         　　　　(ℓ/ｔon)

6.3
目標

実績

目標
4

軽油使用量の効率化
※2     　　　　（ℓ/ton）

28.8
実績

-

6.1 3% 6.0 4%

-

198,088 226,075

2
電力使用量の削減
※1　　　　（ｋWh）

72,923
目標 -

45,137実績

34,622 - －

- 72,923 -

 CO２排出量
     (t-co2/ton)

107.9
目標 104.7 3%

４．環境経営目標と実績の推移

第6期 環境活動

環境目標
令和4年度
(基準年)

令和５年度
5年4月～6年3月

※上段計画、下段実績と評価

令和３年度
3年4月～4年3月

令和４年度
4年4月～5年3月

118.3 - － -

  

令和7年度
7年4月～8年3月

4%70,00670,006 4%

-

-

103.6 4% 102.5 5%

令和6年度
6年4月～7年3月

 

70,735 3%

3%

4% 5%

4%

-

6.1

27.7

6.1 - 6.3

－ -

35.3 - 28.8

4%27.7 27.4

-

5%

8.7 - －

461.0 - －

-
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５．活動の結果と評価

◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

1.電力の削減 △

△

○

△

○

△

△

△

◎

○

△

△

○

○

◎

◎

△

△

△

○

○

○

○

○

○

×

○

活 動 計 画 取  組  の　結  果

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

不在時の照明消灯等多々
あり

・昼休みの節電（消灯）

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度

・待機電気機器のスイッチ節電

・エアー漏れのチェック

２．ガソリン使用量の削減

荷物の積み下ろし時アイドリ
ングストップができていない

・社有車の日常点検、従業員車２回/年

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止）

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗）

３．軽油使用量の削減

収集運搬箇所および回数の
増加

４．LPG使用量の削減
冬季以外の温水使用時で
使用量が増えた

・夏季の手洗いは水使用

・使用量、使用料金の把握と掲示

・計量と分別状況の点検

・ゴミ箱周辺の見回りチェック

廃
棄
物
削
減

５．一般廃棄物の削減
再資源化、リユース、廃棄の
分別を徹底し処分量を削減
する

・分別と再生利用の促進

・洗車頻度の見直し

G
購
入

７．グリーン購入活動

事前調査による商品の決定
により購入できた

・エコマーク商品の調査と購入

・対象品に限らず環境配慮品の優先購入

用
水

６．水使用量削減
雨水利用での削減ができず
使用量が増えてしまった

・節水ラベル貼付

社
会
貢
献

８．環境保全活動の推進
イベントが中止になったため
会社周辺の水路清掃、ゴミ
拾い実施

・会社周辺のゴミ拾い、周辺水路清掃(２回/年)

・市町村等主催の環境活動への参加

-  7/10 -

業
務
改
善

９．身の回り/職場の整理・整頓（３カ月毎）
3ヶ月毎→１ヵ月に変更し常
に整然とした作業環境を維
持する
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６．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

令和4年度
（基準年）

令和5年度
（目標）

令和5年4月～6年3月

環境経営目標 活 動 計 画

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減
（ｋｗｈ）

72923.0 70735.3

1.電力の削減（基準年比3％削減）

・昼休みの節電（消灯）

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度

・待機電気機器のスイッチ節電

・エアー漏れのチェック

ガソリン使用量の削減
（ℓ/ton）

収集運搬受託量比で算出

6.3 6.1

２．ガソリン使用量の削減（基準年比3％削減）

・社有車の日常点検、従業員車２回/年

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止）

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗）

軽油使用量の効率化
（ℓ/ton）

収集運搬受託量比で算出

28.8 27.6

３．軽油使用量の削減（基準年比4％削減）

・社有車の日常点検、従業員車２回/年

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止）

・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗）

LPG使用量の削減
（㎥）

189.7 182.1

４．LPG使用量の削減（基準年比4％削減）

・夏季の手洗いは水使用

・使用量、使用料金の把握と掲示

用
水

水使用量の削減
（㎥）

426.0 409.0

７．水使用量削減（基準年比4％削減）

・節水ラベルの貼付

・雨水利用の促進

廃
棄
物
削
減

一般廃棄物の削減
（t）

123.3 117.1

５．一般廃棄物の削減（基準年比5％削減）

・分別と再生利用の促進

・計量と分別状況の点検

・ゴミ箱周辺の見回りチェック

産業廃棄物の削減
（ℓ/ton）

収集運搬受託量比で算出

0.12 0.12

６．産業廃棄物の削減（基準年比4％削減）

・廃棄量の把握

・再資源化の有無確認

G
購
入

グリーン調達
（％）

監視項目とし
て実績のみ

把握
95.0

８．グリーン購入活動

・エコマーク商品の調査と購入

・対象品に限らず環境配慮品の優先購入
社
会
貢
献

地域貢献活動の推進
（件）

2.0 2.0

９．環境保全活動の推進

・会社周辺のゴミ拾い、周辺水路清掃(２回/年)

・市町村等主催の環境活動への参加
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業
務
改
善

作業環境整備
（回）

4.0 12.0

１０．身の回り/職場の整理・整頓（1カ月毎）
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況（2023/4/5）

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 〇

（電子）マニフェスト 〇

計量法 トラックスケール　第23条（第118条） 証明書（2023年有効） 〇

フロン類使用機器の定期点検 簡易点検表(1回/3ヵ月) 〇

回収/破壊の確認 引取（破壊）証明書 〇

（小型）家電リサイクル法 指定家電の破棄 家電リサイクル券 〇

消防法（危険物） 灯油の防油堤、シンナーの管理 現地点検記録 〇

浄化槽法 浄化槽11条検査（南進営業所） 検査報告書(1回/年) 〇

水銀廃棄物ガイドライン 水銀使用製品産業廃棄物の保管 識別表示 〇

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを

確認しました。

また、過去3年間、住民・関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

８．経営者の見直し評価と指示

【取り組みの評価】

・再資源化及びリユースを促進することにより、廃棄物及び処分費の削減を目指すこと。

・燃料費が高騰しているので、更なる経費削減を意識し、運行にあたること。（駐停車時のエンジンストップ）

【次期の取り組み】

・個々のレベルアップ（知識・資格取得等）をし、廃棄物の取り扱いに強い会社になる。

・次年度も自社の自己チェックシートを活用し個々の意識を向上させ、経費等の削減につなげる。
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注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処法
一般廃棄物、産業廃棄物、特別産業廃

棄物の適正保管・処理

フロン排出抑制法
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９．活動事例紹介

落葉等の堆積で、降雨により車道へ排水があふれ出ることが数回あったため、会社周辺の

水路清掃を行いました。

定期的に巡回を行い、今後も清掃活動を行っていきます。

弊社敷地より道路へ出る際、見通しが悪く接触事故の可能性がありました。

事故防止のため除草を行うことにより、歩行者、自転車、車両がお互いに確認しあうことができ、

安全な通行を確保できるようになりました。

定期的に除草を行うことで事故防止になれば良いと思います。
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